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2016年5月2日の弊社ファンドの基準価額下落について 

ご参考資料 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

2016年5月2日、一部の弊社ファンドの基準価額が前営業日比で5%超下落しました。以下に該当ファンドの一覧
および基準価額の主な下落要因となった市場環境についてお知らせいたします。 

 

1．基準価額が前営業日比で5%超下落した公募投資信託 
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騰落率とは、ファンドの決算時に収益の分配があった場合に、その分配金（税引前）でファンドを購入（再投資）したと仮定して
算出した場合の騰落率です。 

ファンドによって、投資対象市場の基準価額への反映タイミングが異なります。 

 

2．基準価額の下落要因となった主な市場環境について 

 

 

本資料は、情報提供を目的としてゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント株式会社（以下｢弊社｣といいます。）が作成した資料であり、特
定の金融商品の推奨（有価証券の取得の勧誘）を目的とするものではありません。本資料は、弊社が信頼できると判断した情報等に基づいて
作成されていますが、弊社がその正確性・完全性を保証するものではありません。本資料に記載された過去のデータは、将来の結果を示唆あ
るいは保証するものではありません。本資料に記載された見解は情報提供を目的とするものであり、いかなる投資助言を提供するものではな
く、また個別銘柄の購入・売却・保有等を推奨するものでもありません。記載された見解は資料作成時点のものであり、将来予告なしに変更す
る場合があります。本資料の一部または全部を、弊社の書面による事前承諾なく（Ｉ）複写、写真複写、あるいはその他いかなる手段において
複製すること、あるいは（Ⅱ）再配布することを禁じます。 

ファンド名 基準価額 前営業日比 騰落率 

 GS 日本株・プラス （通貨分散コース） 5,344円 ▲305円 ▲5.4% 

 GS 日本株・プラス （米ドルコース） 7,269円 ▲478円 ▲6.2% 

主なマーケット指標 5月2日 4月28日 騰落率 

 東証株価指数（TOPIX） 1,299.96 1,340.55 ▲3.0% 

 米ドル/円（対顧客電信売買相場の仲値）         106.42          109.75  ▲3.0% 

 ユーロ/円（対顧客電信売買相場の仲値）         122.09          124.12  ▲1.6% 

 英ポンド/円（対顧客電信売買相場の仲値）         155.53          159.48  ▲2.5% 

 カナダドル/円（対顧客電信売買相場の仲値）            84.92             87.19  ▲2.6% 

 オーストラリアドル/円（対顧客電信売買相場の仲値）            81.05             83.40  ▲2.8% 

 ニュージーランドドル/円（対顧客電信売買相場の仲値）            74.66             75.87  ▲1.6% 

出所：ブルームバーグ 

[コメント] 

 2016年5月2日の日本株式市場は、為替市場における円高の加速を受け、企業業績の悪化が警戒されたこ
となどから大きく下落し、東証株価指数は前営業日比3.0%の下落となりました。 

 為替市場では、日本銀行が4月28日の金融政策決定会合で、政策の現状維持を決めたことを手掛かりに円
が急伸し、対米ドルでは一時1米ドル＝106円台前半まで円高が進みました。 
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ファンドのリスク 

投資信託は、国内外の株式や公社債等の値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額が変動します。また、為替の
変動により損失を被ることがあります。したがって、ご投資家の皆さまの投資元金は保証されているものではなく、基準価額の
下落により、損失を被り、投資元金が割り込むことがあります。信託財産に生じた損益はすべてご投資家の皆さまに帰属しま
す。なお、投資信託は預貯金と異なります。また、投資信託は、投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投
資対象国等が異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資
リスク」を必ずご覧ください。 

 

ファンドの費用 
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ご参考資料 

投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 上限4.32%（税込） 

信託財産留保額 上限0.3% 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 
純資産総額に対して年率上限2.16%（税込） 
*一部のファンドについては、運用成果等に応じて成功報酬をご負担いただく場合があります。 

その他の費用・ 
手数料 

有価証券売買時の売買委託手数料、監査費用、資産を外国で保管する場合の費用等 

上記その他の費用・手数料（組入れ投資信託証券において発生したものを含みます。）はファンドより実費
として間接的にご負担いただきますが、運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を
表示することができません。 

本資料は、情報提供を目的としてゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント株式会社（以下｢弊社｣といいます。）が作成した資料であり、特
定の金融商品の推奨（有価証券の取得の勧誘）を目的とするものではありません。 本資料は、弊社が信頼できると判断した情報等に基づい
て作成されていますが、弊社がその正確性・完全性を保証するものではありません。 本資料に記載された過去のデータは、将来の結果を示
唆あるいは保証するものではありません。 本資料に記載された市況や見通し等は、本資料作成時点での弊社の見解であり、将来の動向や結
果を示唆あるいは保証するものではありません。また、将来予告なしに変更する場合もあります。本資料の一部または全部を、弊社の書面に
よる事前承諾なく（Ｉ）複写、写真複写、あるいはその他いかなる手段において複製すること、あるいは（Ⅱ）再配布することを禁じます。 

上記の手数料等の合計額については、ご投資家の皆さまがファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 

 

 

《ご注意》 
上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。費用の料率につきましては、
ゴールドマン・サックス・アセット・マネジメント株式会社が運用する投資信託のうち、ご投資家の皆さまにご負担いただく、それ
ぞれの費用における最高の料率を記載しております。 

 

投資信託の取得の申込みにあたっては、販売会社より「投資信託説明書（交付目論見書）」をお渡しいたしますので、必ずその
内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

 

投資信託は預金保険または保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は金融機関の預金と異なり、元金
および利息の保証はありません。 
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